
昨年大好評だったフードマート。
もちろん今年も開催します！
今年はどんなお料理が登場するか

ぜひお楽しみに♪
今年はどんなお料理が登場するか

ぜひお楽しみに♪

会期：2019 年 4月10日 ( 水 )～4月13日 ( 土 )
時間：8時 30 分～16時 30 分
会場：葉山しおさい公園　博物館1Fロビー
         （入園料 300 円・葉山在住の70 歳以上無料）
主催：永井龍子回顧展有志の会　     協力：ISSIKI BEACH ART
連絡先：046-876-0421（認定 NPO法人葉山まちづくり協会）

ひたすら葉山の海辺を歩き、最期まで描き続けた画家・永井龍子の作品を
葉山しおさい公園博物館にて展示いたします。ぜひ足をお運びください。

1940 年 広島県生まれ、女子美術大学洋画科卒、( 社 ) 二紀会準会員
1971 年より 葉山町在住
2002 年 「葉山・花と緑のまちづくりを進める会」設立

2010 年より 葉山まちづくり協会理事として協会事業に貢献
2014 年 近隣在住作家に呼びかけ「ISSIKI BEACH ART」を立ち上　
げ会長となり、「葉山一色海岸アート展」を開催
2018 年 1月 「第五回葉山一色海岸アート展」開催中に永眠

《 渚の詩・残照 》2014

　第 19回葉山まちづくり展を、5月 17日 ( 金 ) ～ 19 日 ( 日 ) の 3日間にわたり葉山福祉文化会館にて開催します。
今年は今上天皇退位の年にもあたり、皇室と葉山町民との交流を撮影したスナップ写真を展示するコーナーを企画しました。
そこで、町民の皆様から写真を募集します。皆様のご自宅にある秘蔵の写真をまちづくり展に展示してみませんか？

《写真の内容》
天皇皇后両陛下が葉山を散策されている様子や、町民とのふれあいを撮影したスナップ写真

　ご協力いただける方は、写真に撮影時期と場所、エピソード（交わした言葉など）を添えて、お名前とご連絡先を明記の
上、4 月20日( 土 )までに、下記の宛先に郵送またはご持参ください。メールでの応募も受け付けます。

認定NPO法人葉山まちづくり協会
〒 240-0112 葉山町堀内 1874　葉山町立図書館 2階
電話：046-876-0421　 E-mail：offi  ce@hayama-npo.or.jp

☆写真はスキャン後、すぐにお返しします。
☆応募多数の場合には、展示できない写真も
　ありますのでご了承ください。

おしらせ

・葉山町商工会
・葉山町立図書館
・葉山町内小中学校
・葉山町福祉文化会館
･葉山町役場
・ぽけっと

・一色郵便局　
・葉山郵便局　
・堀内郵便局
・よこすか JA農協
・横浜銀行 ( 元町 )

・一色岡会館
・上山口会館
・木古庭会館
・下山口会館
・葉桜会館

・ハートセンター
・葉山館
・HAYAMAステーション
・元町ユニオン
・その他、登録団体関連
   施設など

・海狼　
・喫茶なぎさ　
・スズキヤ ( 一色 )
・そうてつローゼン
・つばきや米店
・トントン工房

・近代美術館葉山
・国際村センター
・しおさい博物館
・南郷上ノ山公園
･逗子駅
・逗子文化プラザ

(順不同・敬称略 )
これからも「葉山の仲間たち」をどうぞよろしくお願いいたします。

　まことに勝手ながら、次号より回覧板への挟み込みを中止させていただきます。回覧板でご覧いただいていた読者の皆様まことに勝手ながら、次号より回覧板への挟み込みを中止させていただきます。回覧板でご覧いただいていた読者の皆様
には、たいへんご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願い申し上げます。には、たいへんご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願い申し上げます。
　より多くの方にじっくりと読んでいただけるよう、今後は町内外の公共施設、飲食店への設置を強化していく所存です。　より多くの方にじっくりと読んでいただけるよう、今後は町内外の公共施設、飲食店への設置を強化していく所存です。
現在「葉山の仲間たち」は以下の施設･店舗に置かせていただいております。お立ち寄りの際はぜひお手にとってご覧ください。現在「葉山の仲間たち」は以下の施設･店舗に置かせていただいております。お立ち寄りの際はぜひお手にとってご覧ください。
また、今後も設置場所が増えた際にはご紹介いたします。紙面は葉山まちづくり協会また、今後も設置場所が増えた際にはご紹介いたします。紙面は葉山まちづくり協会ホームページからもご覧いただけます。ホームページからもご覧いただけます。

ご協力くださるお店も募集中です♪ 葉山まちづくり協会4

日　時：5月 4日 ( 土 )　9時 30 分　花の木公園集合 
持ち物： 弁当、飲み物、軍手　参加費：300 円 　
コース：花の木公園～観音塚～乳頭山～木古庭バス停
参加者：小学校 3年生以上の健康な人　定員 ：20 名
申込み・問合せ：葉山・山楽会
　　　　TEL/FAX　046-890-3642（佐久間）
　　　　E-mail　moriya90901@outlook.jp( 守屋 )

　葉山には、海・里山・景観・山そして別荘文化・歴史遺産な
どがすぐそこにあります。葉山・山楽会は少し奥の山を月 1
回の定例行事を通して楽しんでいる会員約 40 名の団体です。
皆さんご一緒に葉山の山を楽しみませんか！

第19回葉山まちづくり展 会期前イベント

　「葉山の仲間たち」ご愛読ありがとうございます。

渚の詩渚の詩 ～永井龍子を偲んで～～永井龍子を偲んで～絵画展絵画展

ー刻々と変化する情景、ー刻々と変化する情景、
　　　　人と自然といきものが織りなすドラマを絵にしたいー　　　　人と自然といきものが織りなすドラマを絵にしたいー

・永井龍子略歴・

　

緑
の
里
山
に
橙
色
の
あ
か
り

を
灯
し
た
よ
う
。
年
の
暮
れ
か
ら

春
先
に
か
け
て
実
が
色
づ
く
夏

み
か
ん
の
木
は
、
寒
い
季
節
に
温

か
み
を
添
え
る
葉
山
の
冬
の
風
物
詩
だ
。

　

夏
み
か
ん
の
木
が
町
内
で
急
増
し
た
の
は
約

六
十
年
前
。 

昭
和
三
十
四
年
、
当
時
皇
太
子

だ
っ
た
今
上
天
皇
の
ご
成
婚
を
祝
し
、
町
か
ら

希
望
す
る
町
民
に
苗
木
が
配
ら
れ
た
の
だ
。

　

当
時
の
こ
と
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
覚
え
て
い

る
と
語
る
の
は
上
山
口
在
住
の
永
津
勝
司
さ
ん

だ
。
ご
成
婚
時
は
小
学
生
だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
国
旗
を
振
っ
て
お
祝
い

し
た
り
、
町
中
お
祝
い

ム
ー
ド
で
し
た
。
苗
木
は

両
親
が
植
樹
し
た
の
で
す

が
、
子
ど
も
心
に
特
別
な

木
だ
と
い
う
こ
と
は
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
」

　

い
っ
ぽ
う
、堀
内
在
住
の
矢
嶋
信
幸
さ
ん
は
、

家
族
総
出
で
植
樹
し
た
記
憶
が
あ
る
と
語
る
。

 

「『
も
ら
っ
た
が
植
え
る
場
所
が
な
い
』
と
知

人
が
持
っ
て
来
た
分
も
何
本
も
植
え

ま
し
た
ね
。
数
年
で
数
個
分
の
背
負

い
籠
い
っ
ぱ
い
に
実
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
、
家

族
や
親
戚
み
ん

な
で
食
べ
ま
し

た
。
暮
れ
に
収

穫
し
、
地
面
に

撒
い
た
籾も

み
が
ら殻

の

下
に
保
存
し
て

お
く
。そ
う
す
る
と
春
に
は
甘
く
な
る
ん
で
す
」

　

マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
が
家

族
の
恒
例
行
事
だ
っ
た
と
い

う
人
も
い
る
。
昭
和
の
高
度

成
長
期
、
葉
山
も
変
貌
著
し

か
っ
た
時
代
。
と
は
い
え
家

族
の
時
間
は
ま
だ
た
っ
ぷ
り

と
あ
り
、
そ
の
中
で
ご
成
婚

夏
み
か
ん
は
、
町
を
彩
る
と
同
時
に
、
食
卓
に

大
き
な
楽
し
み
を
与
え
て
き
た
。

　

そ
し
て
時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
。
皇
太
子

殿
下
・
妃
殿
下
の
木
は
、
同
時
に
天
皇
・
皇
后

の
木
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
陰
で
夏
み
か
ん
は
少
し
ず
つ
需

要
を
減
ら
し
て
い
く
。
も
っ
と
お
い
し
く
甘
い

果
実
が
い
く
ら
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

た
。
核
家
族
化
も
進
み
、
一
家
族
で
は
一
本
分

の
木
の
実
さ
え
手
に
余
る
。
ご
成
婚
夏
み
か
ん

を
植
え
た
人
々
も
徐
々
に
高
齢
化
し
、
手
入
れ

が
行
き
届
か
ず
、
朽
ち
た
り
、
リ
ス
に
食
い
荒

ら
さ
れ
た
実
が
町
内
に
目
立
ち
は
じ
め
た
。

　

そ
ん
な
夏
み
か
ん
を
再
び
食
卓
へ
、
と
人
々

が
立
ち
上
が
っ
た
の
が
平
成
十
五
年
。
葉
山
の

特
産
品
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
時

期
と
も
重
な
り
、
町
や
商
工
会
、
農
協
な
ど
が

協
力
し
「
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
実
行
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
た
の
だ
。
多
く
の
熱
意
か
ら
商
品
化

は
急
速
に
進
み
、
同
年
の
天
皇
誕
生
日
に
発
売

開
始
。
翌
年
に
は
「
葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
」

と
い
う
名
称
が
商
品
登
録
さ
れ
た
。
活
動
の
中

心
と
な
っ
た
の
は
ご
成
婚
夏
み
か
ん
を
植
樹
し

た
人
の
子
世
代
だ
。
当
時
農
協
の
関
係
者
だ
っ

た
前
出
の
永
津
さ
ん
は
い
う
。

 

「
親
の
世
代
と
は
皇
室
に
対
す
る
感
覚
も
、
ご

成
婚
の
木
へ
の
思
い
も
違
う
。
で
も
み
ん
な
、

親
が
大
切
に
育
て
る
の
を
見
て
き
た
。
な
ん
と

か
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
か
っ
た
ん
で
す
」

　

こ
の
後
、夏
み
か
ん
の
用
途
は
広
が
り
続
け
、

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
店
で
甘
酸
っ
ぱ
さ
を
生
か

し
た
菓
子
や
料
理
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
葉
山
で
は
今
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
夏

み
か
ん
の
楽
し
み
が
花
開
い
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
ご
成

婚
夏
み
か
ん
の
逸
話
も
伺
え
た
。
話
し
て
く
れ

た
の
は
上
山
口
在
住
の
大
串
則
義
さ
ん
。

　

棚
田
を
散
策
さ
れ
て
い
た
両
陛
下
が
大
串
家

の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
し
ば
し
夏
み
か
ん
の
木

を
眺
め
ら
れ
た
と
い
う
。 

「
こ
の
木
の
こ
と
を
ご
存

知
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

懐
か
し
気
な
お
顔
が
印

象
的
で
し
た
」

　

ご
成
婚
時
を
思
わ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が

実
際
、
時
の
重
み
を
感
じ
る
堂
々
と
し
た
木
の

下
に
立
つ
と
ま
た
別
の
考
え
が
浮
か
ん
で
き

た
。
昔
か
ら
の
大
切
な
も
の
、
託
さ
れ
た
思
い

を
守
り
継
ぐ
―
―
そ
ん
な
人
の
心
に
も
両
陛
下

は
懐
か
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
改
元
。
夏

み
か
ん
の
木
は
、
葉
山
の
風

景
は
、
そ
し
て
時
代
は
、
ど

の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。

永津勝司さん

1マーマレードはパンにもヨーグルトにも 葉山まちづくり協会

2019 年 3月 25 日発行  第 35 号
認定 NPO法人葉山まちづくり協会
〒240-0112   三浦郡葉山町堀内1874

町立図書館 2階
　   TEL&FAX 046-876-0421

HP :https://hayama-npo.jimdo.com/ 
葉山まちづくり協会　  検   索

大串則義さん

矢嶋信幸さん

次ページは
まちづくり展の
ご案内です！



空も山も海も春色になりました町を歩く人の足取りも軽やかにみえます 葉山まちづくり協会葉山まちづくり協会

第19回  葉山まちづくり展
　5月17日（金）～19日（日）の3日間、葉山町福祉文化会館を
 メイン会場にして開催。出展する団体の活動や展示内容を紹介します。

樹木や草花の観察、動物の痕跡を確認しながら巡視（山道の点検・
整備活動）を体験します。

森戸川に生息する生き物を見つけてミニミニ水族館を作ろう！

ヤブに埋もれてしまった田んぼの復元を目指してきました！無農薬・無化学肥料で
除草剤を使わない安全な田んぼで楽しく田植え体験をしましょう。

葉山に住む人々の知恵や知識を景観
と一緒に、まちの財産として、次世
代に伝えていく「まちづくり」を目指
しています。「歴史的建物調査」と「葉
山らしい景観調査」が主な活動です。

二子山山系の自然環境を利用して活動を行う個人や団体が協力しあって自然を守っ
ていくために、利用者、土地所有者、行政等との調整役を担い、貴重な自然を保護
することを目標にしています。

仙元山ハイキングコース中で一番
標高の高いソッカ山頂で、土地所
有者の西武鉄道と協力して整備活
動を行っています。

6年前から二子山山系に生息するようになったイノシ
シ。次第に増加し今では150頭以上が生息している
と思われます。被害防御と駆除活動を行っています。

未就園の子ども達を保育者と保護者の共同で保育
をしています。季節の楽しみや子ども達の遊びの
広がりを考慮して山、海、川などにでかけています。

詩吟でお腹から大きな声を出すことはス
トレス解消にもつながり、詩舞は運動不
足の解消になります。あなたも詩吟詩舞
を始めませんか。ホールでライブも行い
ます。見て、聞いて楽しんでください。

誰でも知っている古今東西の名
曲、懐かしい曲を舞台と客席の参
加者全員で大合唱し、心身共に
リフレッシュし元気になりましょ
う。約 20曲を電子ピアノの伴奏
に合わせて一緒に歌いましょう。

逗子市民企画から誕生して今年で
10周年。楽器やキャリアはさまざ
まな私たちですが、良い演奏を届
けたい思いは一緒です。ジャズや
ポップスや歌謡曲･･･楽しい時間
をお届けします。

地域の伝統芸能の伝承を目的に下山口の
一員として地域活動に積極的に参加して
います。練習の成果をご覧ください。

お神輿の先導役として花を添えてきた木遣り唄を披露。木遣り
の歴史や由来、唄の意味などに触れながら木遣唄を感じていた
だけます。みなさんと一緒に唄う体験コーナーもあります。

誰もが知っている懐かしい日本の歌を手話で表現しながら
歌います。ふるさと、夕焼け小焼け、ふじの山、うみ、四季
の歌の曲は手話をご存知ない方も見よう見まねでできます。

昭和 30～ 40 年代の上山口・木古庭の風景を描いた
「葉山ふるさと絵屏風」。その絵解き・語り部活動を
通じて、地域文化の伝承および発信をしています。

日ごろから少しずつ練習に取り組み、
たたける曲をふやしています。経験
者がメンバーに教え、ずっと伝えて
きた曲を演奏します。

ヨット発祥の地である葉山を基地
として、小学生ヨット体験講座、
バリアフリーヨット、葉山ヨット
フェスの協力など、町民と交流を
積極的に図る活動を行っています。

次代を担う子どもたちを中心に、年間300日以上、海・自然の中
で体験教育に関する事業を行い、持続可能な未来を目的に活動し
ています。貝やビーチグラスを使ったアート作りも行います。

各種空手大会に参加しています。
代々木体育館での大会では優秀団
体として受賞し、海外代表のイン
ド選手団より大きなトロフィーを受
領しました。日頃練習している動作・
形・組手の紹介も行います。

失われた自然環境を取り戻すことを目標に自然
環境の復元・創造に関する調査から評価、制作、
都市緑化まで、幅広い研究をテーマとしてさま
ざまな研究を行っています。

町内で福祉活動をしている10団体と
4個人でネットワークを組んで、災害
時に弱者になる高齢者、障がい者、幼
児を抱えた家族の方々に防災、減災の
情報を届けるために活動しています。

町が甚大な被害を伴う災害に見舞われたとき、
支援に駆けつけてくれるボランティアを適切に
受け入れ、一日も早い復旧復興に結びつける
「災害ボランティアセンター」運営のための仕
組み作りを行っています。

葉山に合った交通手段を探り続けてきた住
民の自主グループ。「葉山をより住みやすい
町に！」を一緒に考えましょう。

加盟している 18 団体を
写真で紹介します。

生徒が作った職場体験のプレゼン
テーション優秀作品、POP（本をお勧
めする広告）対象の優秀作品を展示
します。生徒会が作った新入生に葉
山中を紹介するビデオも紹介します。

高齢者が現役時代に培った経験と趣味を
生かし、生涯現役に挑戦し、生きがいを感
じながら充実した生活を続け、健康寿命を
延ばすことを願う団体です。

防災に関して、災害に対して町民が常に
意識を持つようにするための講演や、災
害にあってしまった時にどう過ごしたら
良いか等を基本として活動しています。

三浦半島の活断層や地質の調査
を行い、その成果を講演会、展
示会、資料の配布、観察会等を
通じて地域の減災に役立てるこ
とを目的に活動しています。

森戸川源流域は清らかな水が流れ、生
き物がにぎわう素敵な森。近年風雨に
よる倒木が多くその処理を続けていま
す。今回は保全の視点で林道を観察し、
大人も子どももできる杉の皮むき間伐
等の保全活動を行います。

葉山町にある町指定文化財などにつ
いて理解を深め伝えることを目的に、
研究会、文化財ガイド活動などを実
施しています。和のエコグッズ「風
呂敷」の使い方紹介、「おてもと」作
りの体験もあります。また、別日程で
別荘巡りツアーを実施します。

江戸時代に全国の沿岸を歩いて初めて
実測による日本地図を作った伊能忠敬。
その測量方法（正確な一歩の歩幅と三角
測量の積み重ね）をまねて、慰霊塔を山
の高さに見立てて測量を試みます

葉山町内の竹林整備の際に伐採し不要
となった竹を利用して、ノコギリやナイ
フを使って竹トンボやけん玉、竹ぽっく
りを作ります。とても簡単、誰でも参加
できます。

手作りの模型飛行機をゴム動力で飛行させる愛好会です。
紙とゴムと接着剤で好きな飛行機の設計図をもとに制作
し、完成したら飛行会で距離と飛行の美しさを競います。

ゼロ・ウェイスト社会（無駄・浪費のない社会）を実現するための
ＰＲ活動、生ごみ自家処理の推進、無料堀出し市の開催などを行っ
ています。みつろうを使った「みつろうラップ」作りを実施します。

絶滅危惧種のクロメダカの保護と
増殖を基本に活動しています。町
内の小中学校で出前授業を行うな
ど学校教育にも協力しています。

自然を体系的、継続的に学び、人間
と自然との関わりを理解するための
研究活動を展開し、ワークショップ、
講演会、会議等を開催しています。

山里会が米作りをお手伝いしてい
る上山口の棚田をご案内します。
棚田と周辺の山里を歩きながら、
葉山の山里の魅力や棚田の継承を
めざす山里会の活動を紹介します。

「山を知り、山を楽しみ、山を守る」
を合言葉に、仲良く楽しく、調査・
整備をしています。また、ガイド
ブックの作成・ハイキングの実施
などの活動をしています。

ある学生が描いてた上山口の未来図。農村部としての
良さを生かし、都市の人々との交流を深める場所とし
て上山口の未来を提案しています。未来図を頭に浮か
べながらその場所を一緒に歩いてみましょう。

地方文書を探索して解読・保存し、
学習会、散策、研修旅行等を行い郷
土葉山町の形成過程を調査研究して
います。その成果をまとめた『郷土
誌葉山』をこれまでに12刊発行。

地域における災害救護や減災のた
めの活動に積極的に参加し、赤十
字活動を推進。研修、訓練、町内
のイベント支援等を主な活動とし
ています。とっさの時の救命方法
を練習できる体験会も行います。

葉山町のこどもを対象に「こどもの食卓」と
題して、子ども食堂を開催。子育てしながら
働く親を「食」でサポートすることを目的に、
地域の食卓を作っています。

映画や脚本からヒントを得て葉山を
軸にショートムービーを制作していま
す。映画の魅力を語り合う感想会等を
経て創作をしていきたいと思います。

活動の目標は１.健康づくり、2. 友愛活動、
3. 社会福祉活動。高齢者終活ではなく老
活を楽しみ人生を全うしたいものです。

一般社団法人 

葉山町シルバー人材センター

二子山山系自然保護協議会「青空共同保
育つくしとたね」連携プロジェクト

東京都市大学 田中章（ランドスケープ・
エコシステムズ）研究室

葉山ふるさと（古里）絵屏風継承会

自然保護団体　森戸川村

景観まちづくり研究会・葉山

二子山山系自然保護協議会
被害対策プロジェクト 葉山わな猟の会、
葉山ホタルの会

二子山山系自然保護協議会
ソッカ山頂プロジェクト

二子山山系自然保護協議会　生物保全・調査プロジェクト

二子山山系自然保護協議会　上山口寺前谷戸復元プロジェクト

二子山山系自然保護協議会   二子山山系巡視プロジェクト 葉山郷土史研究会

葉山町文化財研究会

葉山町老人クラブ連合会

三浦半島活断層調査会

葉山町赤十字奉仕団

二子山山系自然保護協議会
親子里山保全活動プロジェクト・
葉山里山愛好会

NPO法人 環境ファミリー葉山

葉山災害ボランティアネットワーク

リンドバーグ夢の模型飛行機愛好会

日本防災士会葉山町支部はやま防災ネットワーク

そここ葉山シネマ倶楽部

アンコール葉山

1982 年天皇皇后両陛下の御前で披露し
た和太鼓。葉山町の各イベント、介護施
設の慰問等でまちづくりを担っています。
力強い太鼓の演奏をご覧ください。

葉山町御前太鼓保存会 太鼓クラブ・太鼓サークル

逗子スウィング・ジャズ・
オーケストラ

60才からの音楽教室

下山口お囃子保存会

相州葉山一色木遣保存会 ゼロ ･ウェイストを考え・進める会

NPO法人

葉山ヨットクラブ

NPO法人

葉山環境文化デザイン集団

NPO法人　

オーシャンファミリー海洋自然体験センター

葉山・山楽会

葉山山里会

葉山中学校葉山町詩吟・詩舞連盟

教育自然学研究会

葉山町文化協会

葉山の交通問題を考える会

葉山町空手道協会

二子山山系自然保護協議会

葉山メダカの会

はやま食卓プロジェクト実行委員会
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